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デジタル方式フラックスゲート磁力計の設計と観測ロケットS310-38への搭載

Examination and installation of digital-type fluxgate magnetometer for S310-38 sounding
rocket
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月惑星探査や地球電磁圏・プラズマ観測において、磁場は必ず計測すべき物理量である。将来行われるこれらのミッ
ションで、飛翔体に搭載する磁力計は，従来以上の性能と，小型軽量・省電力を両立させることが求められている．実
現させるための一つの方法として，フラックスゲート方式磁力計のピックアップ・フィードバック回路において、二次
の高調波の検出とフィードバック量の決定を、従来のアナログ回路からデジタル演算に置き換える方法を検討・開発し
た。その結果、アナログ電子部品を大幅に減らすことができ、またデジタル部の演算内容を変更することによって性能
を柔軟に調整できる磁力計を実現することに成功した。開発した手法を用いて直行三軸を測定する磁力計を製作し、観
測ロケット S310-38に搭載した。


